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“特集 富里地域ふるさと協議会 

創立 30 周年記念式典” 
 平成 24年 6月 16日（土）9時より、富里近隣セン

ターにおいて創立30周年記念式典が開催されました。 

高橋副会長の開式のことばで第一部の式典が開始

され、冒頭、島田会長が次のとおり挨拶されました。 

「当協議会は昭和56年11月

に６町会で発足し、富里近隣

センターは昭和 58 年 4 月に

完成しました。平成 24 年現

在は７町会の協議会として活

動しております。また、富里

地区社会福祉協議会とは平成

19 年 4 月に懸案の一本化を

実現して、本年ここに創立 30 周年の記念式典を迎え

る運びとなりました。  

ふるさと協議会として一本化後は、以前にも増して

各町会との連携を強化し、ふれあいまつり・体育祭・

文化祭などの地域イベントや、防災訓練、防犯パトロ

ール、広報、生活環境改善等、活発に活動して地域づ

くりに取り組んでおります。また、地区社協部会が中

心となって行っている児童保健福祉、高齢者福祉、地

域・給食ボランティア等の活動は、地域の皆様から好

評をいただき、成果を上げております。 

ここに 30 周年を支えていただいた歴代協議会役員

諸氏ならびに各関係者の皆様のご努力に対し、心より

感謝と御礼を申し上げます。 

本日からは、31年目を新たなステップとして、今後

は地域住民の多様化するニーズを的確に掴み、柏市地

域づくり推進部の皆様との連携の上、今までの実績を

踏まえて更なる進化を目指すと同時に、財政強化の面

からも新規事業へのチャレンジを視野に入れて、ふる

さと協議会の「ふるさと」という意味を深く考え、役

員関係者一同精進する所存ですので、皆様のご支援と

ご協力をお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきま

す。本日は誠にありがとうございまし

た。」 

 

【秋山柏市長ご祝辞】 

「皆さんおはようございます。まずは

ふるさと協議会 30周年誠におめでと

うございます。この節目には二つの意味合いがあると

思います。その一つは、30周年という長い期間、いろ

いろな方の献身的な活動の上に成り立っている 30年

だということです。現・島田会長をはじめ歴代の会長、

そして役員の皆様に、心より 30周年という節目を通

して、御礼・感謝を申し上げたいと思います。もう一

つは、先程、島田会長のお話にもありましたが、もう

一度原点を確認するということが大事だと思います。

ふるさと協議会は前の前の市長の鈴木さんの時に、ふ

るさと協議会という考え方、概念が生まれて、柏市は

ベッドタウン、いわゆる人口は増えたけれども、ひい

おじいちゃんよりずっと前から住んでおられる方より

も外からやってきた方が多いので、そういった方々が

もっと地域に愛着をもっていただいて、ふるさと意識

を共有しようということだと思います。もう一つは、

ご近所さんだということであれば、町会が起点になり

ますが、防災や防犯、福祉に関しましては町会を超え

て地域で活動して行かなければ回らない部分がありま

す。その部分をふるさと協議会、特に地区社協の皆様

と一緒に事業を担うということで、ふるさと協議会が

あります。この 30年間、このふるさと地域だけでな

く、今日ご来賓の皆様にやっていただいて、地域福祉

や地域発展のことが積み上がり今の柏市の地域があり

ます。本当に感謝しております。ただ今まで行ってき

た良いことは続けていくべきですし、また時代時代に

合わせて少しずつやり方を考えていくべきと思ってい

ます。この地域活動、本当に社会を成り立たせるため

には大変大切だと思うのですが、一方で会社組織と違

って非常に運営が難しいものであります、会社の場合

はお客様に買っていただければ、それで一生懸命頑張

れるのですが、行政地域活動の場合は何が正しいか、

何がいいのか、結構意見があり回答がないのです、そ

の中で一つの方向性に持っていくことは、本当にふる

さと協議会の会長、役員の方に大きなご負担があるし、

そして今もう一度ふるさと協議会のそもそもの役割が

何なのだろうか、そのためにふるさと協議会の皆様に

担っていただきたいこと、そして行政としてその活動

をバックアップして、社会を成立するために何をしな

ければいけないのか、もう一回原点に返って考え直そ

うと考えております。一方的に我々が行うのではなく、

社会皆様の声を聴きながら、地域地域に差があると思

いますので、そういったことを踏まえながら、日本全
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国に誇るよう地区単位の地域活動を作り上げて行きた

いと思います。ふるさと協議会も最初は 6町会、現 7

町会ですが、駅前で非常に人口が増えて早くに発展し

た地域なので高齢化も進んでいる所ですから、地域活

動も大切になってくると思います。島田会長のもとに、

ふるさと地域のために個人的なご協力をお願いしたい

と思います。最後になりますが、ふるさと地域の益々

のご発展と、今日いらっしゃった皆様のご健勝をご祈

念申し上げまして、30周年のお祝いのご挨拶とさせて

いただきます。本日は誠におめでとうございます。」 

 

続いて、藤田柏

市ふるさと協議会

連合会会長、為成

柏市社会福祉協議

会会長からご祝辞

をいただいた後、

小林事務局長から、来賓者の方々のご紹介が行われま

した。 

 

【感謝状贈呈】 

 島田会長より、永年に亘る協議会活動の功績に対し

て感謝状が授与されました。 

今井 恒夫様      菅原 囁子様 
   元会長・副会長     元生活環境部長 

 

 続いて、鶴崎実行委員長より、ふるさと協議会の活

動内容について、資料を映写して説明が行われ、特に

ふるさと協議会と富里地区社会福祉協議会の合併につ

いて詳細な説明が行われました。 

 最後に、鴻巣副会長より閉会のことばがあり、第一

部の式典が終了しました。 

 

第二部の祝賀会は、窪井柏市地域づくり推進部長の

乾杯のご挨拶により、来賓者を中心に当協議会会長・

副会長がお世話しご歓談いただきました。  

 午後は、当協議

会役員による創立

30 周年記念式典

が開催され、演芸

「大正琴演奏」、

「筝曲」、「マジッ

クショー」と祝賀

小宴会が行われま

した。 

“行事便り” 

★平成 24年度定期総会 

（5月 12日 富里近隣センター） 

定期総会は、柏市地域支援課・根本課長、社会福祉

協議会地域支援課・竹之内氏、富里近隣センター飯塚

所長、小嶋主任をお迎えし、島田会長の挨拶で始まり

ました。議長に鴻巣副会長が選出され、平成 23 年度

事業報告、収支決算報告、監査報告に続き、平成 24

年度役員選出、事業計画案・予算案が審議され、各議

案とも賛成多数で承認・可決されました。 

 

【活動報告】 

 ふるさと協議会は、地域づくりをより活発に推進す

るため、会の目的に沿って多くの充実した行事を各部

門の協力をいただき展開することができました。協議

会の全体行事である主な行事として、ゴミゼロ運動、

ニュースポーツの集い、ふるさとふれあいまつり、文

化祭、野外炊飯と防災訓練を開催しましたが、残念な

ことに体育祭は雨のため中止となりました。 

 ふるさとふれあいまつりは、バザーに代えて各町会

がアイデアを発揮して販売店を出店、活性化を図るこ

とができました。専門部では、食事会、研修旅行、子

育てサロン、講習会、スポーツ活動、ボランティア活

動など積極的に取り組み、多くの方々に参加いただき

盛大に開催することができました。 

 ふるさと協議会がこれからも明るく住み良い街づく

りに尽力し地域の皆様に寄与できるよう、今後もご協

力賜りますようお願い申し上げます。 

 

【活動方針】 

 地域相互の交流を通じて親睦を図り、共に助け合い

支えあう住み良い街づくりを進めます。 

 事業活動については、毎月開催される役員会で検討

し、各専門部が知恵と工夫により、福祉活動も含め充

実した活動を行ってまいります。 

 なお、本年度は、新事業として、防災・教育活動や

ホームページの開設にも取り組んでまいります。 

 

【新役員体制】 

会 長   島田 英司（通一丁目町会） 

地区社協部会部会長  

・副会長・会計  鶴崎 光次（豊町西町会） 

副会長・生活環境担当  小池  守（栄 町 町 会） 

副会長・防災担当  佐野 治人（豊町東町会） 

副会長・文化担当  鴻巣 光毅（緑ヶ丘町会） 

副会長・広報担当  高橋 健児（富 里 町 会） 

副会長・体育担当  水谷 修國（泉 町 町 会） 

地区社協部会副部会長  山名 恵子（富 里 町 会） 

監査役   秋庭 康男（緑ヶ丘町会） 
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監査役   河野 吉次（富 里 町 会） 

事務局長・総務担当  小林 秀雄（緑ヶ丘町会） 

事務局次長  千代田裕弘（通一丁目町会） 

会計一般   関根 和子（豊町東町会） 

会計特別   林  悦子（富 里 町 会） 

総務部長   丸林 三男（豊町西町会） 

広報部長   山野 隆司（豊町西町会） 

文化部長   平野 森雄（富 里 町 会） 

生活環境 部長  森田 尚子（緑ヶ丘町会） 

体育部長   平林 英昭（豊町西町会） 

防災部長   岡本 恵輔（緑ヶ丘町会） 

児童保健福祉部長  中嶋 明子（富 里 町 会） 

児童保健福祉部副部長  谷村吉詩恵（豊町東町会） 

高齢者福祉部長  鈴木美知子（緑ヶ丘町会） 

地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部長  伊藤  清（豊町西町会） 

給食ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部長  茅野みつ子（栄 町 町 会） 

 

【専門部紹介】 

◆総務部 

 総務部は、協議会全体の総

合支援を担当し、主に、総会・

役員会その他の行事の準備・

設営・議事録作成などを行う

とともに、研修会や専門部活

動の支援を行っています。ま

た、これらの役割を円滑に遂行するため、毎月定例会

を開催しています。 

 

◆広報部 

 広報部は、地

域新聞「どんぐ

り」を年 4回発

行しています。

常により読みや

すく、見やすい情報誌を皆様にお届けしたいとの思い

で取り組んでおり、昨年はどんぐり 100号の発行を期

して、どんぐりのロゴや記事を縦書きから横書きへ変

更するなど、紙面を刷新しました。また、毎回、特集

を組み、活動内容をできるかぎり詳細にお伝えすると

ともに、町会便りコーナーを設け、町会活動の内容を

掲載しています。町会活動でどんぐりへの掲載記事が

ございましたら、ご一報いただければ対応いたします

ので、よろしくお願いします。 

 

◆文化部 

 本年度の文化祭は、11月3

日（土）～4 日（日）に実施

します。7 町会の皆様の趣味

や日頃の文化芸術活動の成果

を展示し、地域の皆様、特に

子供からお年寄りまで多くの人が足を運んでもらえる

ような文化祭にしたいと思っておりますので、是非、

皆様のご協力の程よろしくお願いします。 

 

◆生活環境部 

 生活環境部は、明るく元

気、また個性豊かな人達で

す。この部員達を上手にま

とめてきた菅原さんが、本

総会の時をもって部長を退

任されることになり、何で

も部長任せできた部員からは次期部長の引き受け手が

いない状態となりました。しかしながら、これまでの

自分達の活動を振り返ることで、これからは新部長と

ともに、部員全員が部長になったつもりで頑張ろうと

決意しました。活動は 5月のゴミゼロ運動から始まり

色々な行事を予定していますが、どなたでも気軽に参

加していただけるよう努めていきます。皆様のご参加

を部員一同でお待ちしています。 

 

◆体育部 

 体育部は、スポーツ行事

の企画や運営を行っていま

す。活動のメインは体育祭

で、平成 24 年度は 10 月

21 日（日）、豊小学校で実

施します。このほかの活動

としては、ふれあいゴルフ大会、グラウンドゴルフ

大会、ハイキングなどを年2回ほど行っています。 

 

◆防災部 

平成14年9月の第23回

7 都県市防災訓練への参加

を契機に、防災意識の啓蒙

や防災関連情報伝達のため、

児童保健福祉部から分離し

防災部が新設されました。

防災部は、防災訓練・防災研修開催のため、月 1回部

会を開催、各町会の防災に関する情報交換・勉強会を

実施しています。災害時には富里地区災害対策本部（富

里近隣センター）、避難所（柏第 3小学校、豊小学校）、

町会との情報収集・伝達が主な活動と考えています。 

 

◆児童保健福祉部 

 本年度の児童保健福祉部

は、４名で活動をして行き

ます。主な活動は、乳幼児

から小学生までのお子さん

とその親御さんを中心とし

たもので、保健師さんとともに行う離乳食講座、地域
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の人と一緒に行う野外炊飯、そして柏第 3小学校と豊

小学校のこどもルームを借りて行う月2回の子育てサ

ロン「どんぐりすくすくクラブ」で、活動内容は盛り

沢山です。若いご家庭と地域の架け橋になれたらと思

っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

◆高齢者福祉部 

 高齢者福祉部は部員 9名、任

期は他の専門部と異なり 1年で活動しています。主な

活動は、月 1回のひとり暮らし高齢者の「ふれあい食

事会」の配膳と接待を担当、年１回のおでんの会・ニ

ュースポーツ等の行事への参加やお手伝いをしていま

す。 

 

◆地域ボランティア部 

どんぐり100号に各サロンの活動状況をご紹介して

います。 

 

◆給食ボランティア部 

 富里地域在住の 65 歳以上

のひとり暮らしの方に対して、

毎月第3水曜日に手作り弁当

を 100食用意しています。部

員は 24 名で、献立、材料の

調達、料理を行いますが、”笑

顔で楽しみながら作る”をモットーに、今年で 20 周

年を迎え、全員で頑張っています。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

★ゴミゼロ運動（5月 27日 各町会） 

参加者数 679名 

ゴミ収集量 

空きびん類  7袋 

空きかん類  7袋 

 可燃ごみ   35袋 

 不燃ごみ   7袋 

容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 17袋  ペットボトル 7袋 

その他（テレビ、ミシン、冷蔵庫、タイヤなど） 

参加者の皆様ありがとうございました。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

★ニュー

スポーツ

の集い 

（6 月 9 日 

柏第3小学

校） 

“町会便り” 

★豊町西町会 安否確認訓練（4月 12日） 

豊町西町会では、防災福祉Ｋ－ＮＥＴの取り組みの

一環となる試みとして、一つのマンションを対象に安

否確認の組織「コンフォール救援隊」を立ち上げまし

た。その第 1回目として、東日本大震災から１年過

ぎた 4月 12日、総勢 35名が参加し、安否確認訓練

が行われました。また、マンションの集会室におい

て、班別に災害時要援護者と支援者の顔合せと反省

会を行うとともに、災害時緊急時救急医療情報キッ

トの活用と地震対策の勉強会が行われました。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

★柏市消防団消防操法大会（6月 3日） 

 大堀川防災レクリエーション公園にて、第 50回柏

市消防団消防操法大会が開催されました。大会は、ポ

ンプの部 19チーム、小型ポンプの部 23チームが参加

し、富里地域からは豊町第2方面第 8分団、中央第 2

方面第 10分団が参加し、なんと豊町第 2方面第 8分

団が小型ポンプの部において第3位という輝かしい成

績を収めました。これも日々の厳しい訓練の賜物と思

います。来期はさらなる向上を期待しています。 

 

 “行事予定便り” 

★夏祭り 

  8月04日（土）～05日（日） 緑ヶ丘町会 

  8月06日（月）～07日（火） 栄町町会 

  8月17日（金）～18日（土） 富里町会 

  8月24日（金）～25日（土） 豊町東町会 

  8月26日（日）  豊町西町会 

 

★主要行事 

  10月21日（日）  体育祭 

  11月03日（日）～04日（日） 文化祭 


